
「高松市子ども・子育て支援推進計画」に係る平成２９年度新規事業

担当課 事業名

1 産業振興課
伝統的ものづくり夏休み
親子体験教室

1‐2‐3
高松市の伝統的ものづくりに関する理解と関心を深める
普及啓発を目的として、子どもの夏休みの宿題が一つ完
成できるような、親子でのワークショップを開催する。

56千円
（うち、一般財源56千円）

【事業内容】
高松市の伝統的ものづくり職人等の講師により、以下の４コー
スの作品づくりのワークショップを実施する。
１５組の親子×４コース×２回
菓子木型でのお菓子づくり、讃岐かがり手まりづくり、讃岐のり
染めのお話とコースターづくり、黒松の苔玉づくり
【予算額】
報償費　　56千円※こども未来館からの執行委任

2 産業振興課
伝統的ものづくり学校巡
回教室

1‐2‐2

高松市の伝統的ものづくりに関する理解と関心を深める
普及啓発を目的として、市内小中学校に希望調査を実施
し、伝統的ものづくりの職人を希望校に派遣し、学校にて
ワークショップを開催する。

450千円
（うち、一般財源270千円）

【事業内容】
高松市の伝統的ものづくり職人等を希望校へ派遣し、
以下２コースの作品づくりのワークショップを実施する。
２コース×２小学校
香川漆器コース、庵治石コース
【予算額】
委託料　　450千円

3 生涯学習課 家庭教育講演会 2-1-2

近年の少子高齢化や核家族化、地縁的なつながりの希
薄化など、子どもや家庭を取り巻く社会環境の変化に伴
い、家庭における教育力の低下が懸念されており、次代
を担う子どもたちの健全育成のため、子どもと保護者等を
対象に高松市ＰＴＡ連絡協議会と共催により開催する。

122千円
（うち、一般財源86千円）

家庭教育講演会を年１回開催し、参加者数120名を目指す。

4 生涯学習課 子どもサミット（仮称） 1‐2‐3

高松市内の小学校児童（４校程度）が各校で調査・研究し
た結果をテーマに基づき発表し、また、各校からの発表に
ついて子どもたちや大人が共に考え、話し合うとともに、
共同宣言を行う。

700千円
（うち、一般財源350千円）

高松市内の小学校児童（４校程度）が各校で調査・研究した結
果をテーマに基づき発表し、また、各校からの発表について子
どもたちや大人が共に考え、話し合うとともに、共同宣言を行
う。
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